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1．はじめに
CD80や CD86に代表される副刺激分子 B7ファミリー
は，種々のレセプター群を介して活性型もしくは抑制型補
助シグナルを誘導し，T細胞の抗原特異的免疫応答を調節
する事がよく知られている。副刺激分子 B7-H3は B7ファ
ミリーに属しており，そのレセプターすら未だに同定され
ていないが，近年悪性腫瘍において T細胞による抗腫瘍
免疫の抑制に関与するとの報告がなされて来ている。臨床
検体を用いた検討においては，B7-H3の発現は非小細胞肺
癌では組織内リンパ球侵潤低下とリンパ節転移に，前立腺
癌では腫瘍悪性度と術後再増殖に相関していると報告され
ているが，頭頚部癌における B7-H3発現については未だ
詳細な検討・報告はなされていない。本研究において，頭
頸部平上皮癌細胞株における B7-H3の発現を遺伝子発現
レベル，タンパク発現レベルで確認に成功した。そこで，
下咽頭扁平上皮癌患者検体を用いた組織における B7-H3
の発現を免疫組織学的手法により解析し，その臨床像，予
後との関連を検討し報告する。

2．対象と方法
対象は，頭頸部扁平上皮癌細胞株 4種でその内訳は

PCI-15A（下咽頭癌由来），PCI-13，PCI-30（中咽頭癌由来）
SAS（舌癌由来）である。また下咽頭癌患者組織（n=37，
1999～2004年）も実験対象とした。
方法は，頭頸部扁平上皮癌細胞株における B7-H3発現
解析には RT-PCR法，フローサイトメトリーを用いた。ま
た下咽頭癌患者組織における B7-H3発現解析には免疫組
織学的手法を用い，患者情報を知らない 2名により光顕下
（×200）視野で観察し染色強度に応じて，下記のごとく
4段階に評価，スコア化した。スコア 0（陰性）：染色性
が認められないもの。スコア 1（弱発現）：細胞質が弱く
染色され，細胞膜はほとんど染色されないもの。スコア 2
（中等度発現）：細胞質が染色され，細胞膜が不連続に染色
されるもの。スコア 3（強発現）：細胞質が強く染色され，
細胞膜が連続的に染色されるもの。

3．結果
RT-PCR法による解析の結果，下咽頭癌由来 PCI-15Aを
含む HNSCC細胞株全てにおいて B7-H3遺伝子発現が認
められた。フローサイトメトリーによる解析の結果，ここ
でも検討した HNSCC細胞株全てにおいて B7-H3細胞表
面蛋白発現が認められた。
遠隔転移を生じた症例は統計学的有意に B7-H3スコア
が高値であった。B7-H3スコア 3＝発現強陽性の患者群は，
その他の患者群に比べ有意に遠隔制御率（p=0.040）と疾
患特異的生存率（p=0.028）は有意に低値であった。
多変量解析の結果，B7-H3強陽性は N因子と共に疾患
特異的生存率に対する独立した予後不良因子であった。

4．考察
RT-PCR法，フローサイトメトリーにてによる解析の結
果，下咽頭癌由来 PCI-15Aを含む HNSCC細胞株全てにお
いて B7-H3遺伝子・蛋白発現が認められた。下咽頭癌患
者組織を用いた免疫組織学的検討において，症例の 80%
以上で何らかの B7-H3発現が認められ，約 20%において
B7-H3強発現が認められた。遠隔転移を生じた症例は統計
学的有意に B7-H3スコアが高値であり，また B7-H3スコ
ア 3＝発現強陽性の患者群は，有意に遠隔制御率と疾患
特異的生存率が有意に低値であった。多変量解析の結果，
B7-H3強陽性は疾患特異的生存率に対する独立した予後不
良因子であった。
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